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は
じ
め
に

　

室
町
時
代
は
、
王
朝
時
代
よ
り
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
を
務
め
た
家
が
、
多
く
没
落
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
拍
子
の
多
氏
や

笛
の
山
井
（
大
神
）
氏
な
ど
の
地
下
楽
家
は
、
継
続
的
に
所
作
人
を
輩
出
す
る
一
方
で
、
拍
子
・
和
琴
の
洞
院
家
や
拍
子
の
平
松

（
二
条
）
家
、篳
篥
の
楊
梅
家
な
ど
は
没
落
し
、家
自
体
が
断
絶
し
て
い
る
。
さ
ら
に
応
仁
の
乱
後
も
拍
子
を
務
め
た
綾
小
路
家
も
、

戦
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
断
絶
し
た
。

　

長
く
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
を
輩
出
し
た
楽
家
が
消
滅
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
ほ
か
の
朝
儀
と
同
様
に
、
内
侍
所
御
神
楽

は
廃
絶
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
際
の
内
侍
所
御
神
楽
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
数
年
間
の
中
断
を
除
い
て
、
用

脚
不
足
に
よ
る
延
引
と
追
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
近
世
に
か
け
て
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
内
侍
所
御
神
楽
は
継
続
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
衰
退
し
断
絶
に
向
か
う
綾
小
路
家
と
、
そ
の
後
の
拍
子
を
担
っ
た
四
辻
家
に
注
目
し
て
、
過
渡
期
の
内
侍
所
御
神

楽
の
所
作
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

室
町
時
代
の
内
侍
所
御
神
楽
に
お
け
る
綾
小
路
家
と
四
辻
家

中
　
　
本
　
　
真
　
　
人
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一
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
内
侍
所
御
神
楽

　

近
世
の
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
村
慎
太
郎
の
研
究（
１
）
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
西
村
論
で
は
、
近

世
の
家
職
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
王
朝
時
代
以
来
の
音
楽
史
の
連
続
性
か
ら
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
家
が
内

侍
所
御
神
楽
に
参
入
し
た
背
景
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
芸
能
史
の
中
世
と
近
世
を
接
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

十
二
月
の
行
事
で
あ
っ
た
内
侍
所
御
神
楽
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
よ
り
臨
時
御
神
楽
と
十
二
月
の
恒
例
御
神
楽
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
公
家
社
会
の
意
識
に
つ
い
て
、
池
和
田
有
紀
は
「
公
事
の
作
法
や
故
実
に
精
通
し
、
父
祖
と
同
じ
官
職

の
踏
襲
を
こ
そ
第
一
義
と
す
る
公
卿
に
と
っ
て
、少
な
く
と
も
中
世
初
頭
に
お
い
て
は
、必
ず
し
も
芸
能
は
存
立
基
盤
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
「
鎌
倉
後
期
に
な
る
と
、
朝
儀
は
衰
退
し
、
相
次
ぐ
庶
子
の
起
家
な
ど
に
よ
り
、
改
め
て
公
卿
の

家
で
も
、
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
と
き
に
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
芸
能
の
相
伝
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」（
２
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
御
神
楽
の
所
作
人
は
「
神
楽
は
、
近
衛
舎
人
の
し
わ
ざ
な
り
。
そ
の
中
に
多
の
氏
の
も
の
、
昔
よ
り
こ
と
に
つ
た
へ

う
た
ふ
」（３
）
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
近
衛
舎
人
を
中
心
と
す
る
芸
能
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
公
卿
に
よ
る
臨
時
御
神
楽
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
近
衛
舎
人
を
中
心
と
す
る
恒
例
御
神
楽
よ
り
も
高
い
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
公
卿
の
所
作
人
が

御
神
楽
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
の
地
下
楽
人
は
、
そ
の
補
佐
や
控
え
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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二
、
内
侍
所
御
神
楽
に
お
け
る
綾
小
路
有
俊

　

南
北
朝
時
代
以
降
の
綾
小
路
家
は
、
敦
有
・
信
俊
父
子
が
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
勤
め
て
い
る
。（
４
）
嫡
子
を
相
次
い
で
亡
く

し
た
信
俊
に
、
山
科
家
傍
流
の
教
有
か
ら
養
子
に
入
っ
た
の
が
有
俊
で
あ
っ
た
。
幼
く
し
て
継
父
を
亡
く
し
た
有
俊
に
御
神
楽
を

伝
授
し
た
の
は
、
信
俊
か
ら
習
得
し
た
洞
院
満
季
で
あ
っ
た
。（５
）
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
有
俊
は
初
め
て
内
侍
所
御
神
楽
に
参

仕
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
習
礼
を
行
っ
た
の
も
満
季
で
あ
っ
た
。（６
）
以
後
、
有
俊
は
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
長
く
担
当
し
た
。

　

さ
て
『
康
富
記
』（７
）
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
閏
十
月
九
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

早
朝
参
二
庭
田
相
公
亭
一
、（
中
略
）
綾
小
路
左
兵
衛
督
有
俊
朝
臣
参
会
、
披
レ
語
云
、
去
々
月
や
ら
ん
、
土
御
門
万
里
小
路

宿
所
炎
上
之
時
、
書
籍
本
大
略
焼
失
、
第
一
累
代
名
物
之
和
琴
同
焼
了
云
々
、
一
条
東
洞
院
西
南
角
敷
地
可
レ
企
二
造
作
一
之

由
被
レ
語
レ
之
、
自
二
内
裏
一
御
訪
千
疋
被
レ
下
云
々
、

宝
徳
元
年
、
有
俊
は
自
邸
の
火
災
に
よ
っ
て
、
書
籍
の
大
半
を
焼
失
し
、
累
代
楽
器
の
和
琴
も
失
っ
た
。
公
家
が
家
書
・
記
録
類

を
失
う
意
味
に
つ
い
て
、
末
柄
豊
は
「
家
伝
の
記
録
・
文
書
類
の
大
半
が
散
逸
に
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
経
済
的
な
窮

困
が
慢
性
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
貴
族
の
家
を
守
っ
て
い
く
べ
き
支
柱
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
家
の
断
絶
を
招

来
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
」（８
）
と
述
べ
て
い
る
。
綾
小
路
家
に
と
っ
て
、
記
録
・
文
書
類
は
も
ち
ろ
ん
、
累
代
楽
器
も
家
を
守

る
支
柱
で
あ
っ
た
か
ら
、そ
の
焼
失
は
家
の
断
絶
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。
有
俊
が
一
条
兼
良
に
『
梁
塵
愚
案
抄
』

の
執
筆
を
依
頼
し
た
の
も
、
家
の
断
絶
に
対
す
る
強
い
危
機
感
に
基
づ
く
。（９
）

　

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
二
月
の
後
土
御
門
天
皇
の
清
暑
堂
御
神
楽
は
、本
拍
子
有
俊
、末
拍
子
四
辻
季
経
で
あ
っ
た
。（10）
『
親

長
卿
記
』（

11
）
同
年
七
月
二
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

綾
小
路
前
中
納
言
有
俊
、
来
、
就
二
郢
曲
事
一
可
レ
被
レ
下
二
臨
時
御
訪
万
疋
一
之
由
申
レ
之
、
書
状
文
言
有
二
不
審
事
一
、
仍
改
直
了
、
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有
俊
は
、
大
嘗
会
伝
奏
の
甘
露
寺
親
長
に
対
し
て
、
一
〇
〇
〇
〇
疋
の
臨
時
御
訪
を
要
求
し
て
い
る
。
有
俊
は
、
そ
の
後
も
親
長

に
対
し
て
大
嘗
会
の
御
訪
の
事
前
支
給
を
催
促
し
て
い
る
。（

12
）
有
俊
の
も
と
に
御
訪
五
〇
〇
疋
が
届
い
た
の
は
、
十
二
月
六
日
で

あ
っ
た
。（

13
）
一
方
、『
親
長
卿
記
』
同
年
八
月
三
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
み
ら
れ
る
。

参
院
、（
中
略
）
綾
小
路
前
中
納
言
有
俊
、
来
、
先
日
申
入
御
訪
事
忩
可
レ
被
レ
仰
二
下
是
非
一
云
々
、
被
レ
申
二
武
家
一
追
可
レ
有
二

勅
答
一
、
未
レ
被
レ
仰
二
武
家
一
之
由
仰
了
、
雑
談
云
、
於
二

永
享
度
一

者
、
殿
上

人
清
暑
堂
神
宴
不
レ

預
レ

禄
云
々
、

割
注
に
「
於
二
永
享
度
一
者
、
殿
上
人
清
暑
堂
神
宴
不
レ
預
レ
禄
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
の
後
花
園
天

皇
の
清
暑
堂
御
神
楽
で
は
、
殿
上
人
に
禄
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
有
俊
は
、
先
例
に
な
い
御
神
楽
の
御
訪
に
つ

い
て
、
事
前
支
給
を
強
く
催
促
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
有
俊
、
四
辻
季
春
な
ど
郢
曲
の
所
作
人
は
、
御
訪
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
を
理
由
に
、
院
拍
子
合
の
出
仕
を
渋
っ
て
い
る
。（

14
）
ま
だ
応
仁
の
乱
前
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
公
家
の
多
く
が
慢
性
的
に

窮
困
し
、
大
嘗
会
の
参
仕
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
八
月
二
十
七
日
、
有
俊
は
出
家
し
た
。（

15
）
以
後
の
有
俊
に
つ
い
て
、
坂
本
麻
実
子
は
「
大
乱
後
の
雅

楽
界
の
主
力
と
な
っ
た
二
〇
～
三
〇
代
の
若
い
世
代
に
と
っ
て
、
有
俊
は
最
長
老
で
あ
り
、
王
朝
以
来
の
伝
統
が
足
利
義
満
の
先

例
の
中
で
生
き
て
い
た
大
乱
以
前
の
雅
楽
界
を
知
る
唯
一
の
人
物
で
あ
っ
た
」（

16
）
と
説
明
し
、
宮
廷
音
楽
の
最
高
権
威
と
な
っ
た

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
に
七
十
七
歳
で
没
す
る
ま
で
、
各
方
面
の
音
楽
行
事
に
出
席
し
た
り
、
甘
露
寺

元
長
に
郢
曲
を
伝
授
し
た
り
す
る
な
ど
、（

17
）
法
体
と
し
て
は
異
例
の
旺
盛
な
活
動
を
展
開
し
た
。

三
、
金
策
に
奔
走
す
る
綾
小
路
俊
量

有
俊
は
出
家
に
よ
っ
て
、
当
主
の
座
を
子
の
俊
量
に
譲
っ
た
。『
山
科
家
礼
記
』（

18
）
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
二
月
六
日
条
に
は
、
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次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

一
、
綾
小
路
殿
御
増
御
出
候
、
去
月
廿
四
日
内
侍
所
め
い
と
う

や
う
し
三
人
堪〔
勘
〕文
薬
事
兵
か
く
口
せ
ん
御
神
楽

今
月
廿

之
由
候
、
御
方
用
色
々
御
か
り
候
也
、

綾
小
路
俊
量
が
山
科
家
を
訪
れ
て
、
今
月
二
十
五
日
に
内
侍
所
御
神
楽
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
語
っ
た
上
で
、
山
科
家

よ
り
用
務
に
必
要
な
道
具
を
借
り
出
し
て
い
る
。
俊
量
は
、
奉
仕
に
必
要
な
支
度
に
も
事
欠
く
有
様
で
あ
っ
た
。
応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
九
月
十
三
日
、
西
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
綾
小
路
邸
は
焼
失
し
た
の
で
、（

19
）
御
神
楽
に
必
要
な
用
具
も
火
災
で
失
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
俊
量
は
、
た
び
た
び
山
科
家
か
ら
装
束
を
借
り
て
い
る
。（

20
）

　

ま
た
『
晴
富
宿
禰
記
』（

21
）
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
十
二
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
の
火
災
に
よ
っ
て
四
辻
、
綾
小

路
邸
な
ど
が
炎
上
し
、
特
に
綾
小
路
家
は
郢
曲
文
書
を
失
っ
て
い
る
。

寮
舎
一
焼
了
、
南
北
二
町
東
西
二
町
計
焼
了
、
御
領
殿
ニ
近（
政
家
）衛

殿
自
二
南
都
一
御
上
洛
着
御
之
処
、
炎
上
之
間
、
入
二
御
広
橋

亭
一
、
上
御
所
東
也
、
籔
内
・
武（

資
世
）者

小
路
両
亜
相
第
、
綾
小
路
中（

俊
量
）将

等
宿
所
炎
上
、
武
家
輩
之
宅
数
ヶ
所
炎
上
、
酒
屋
・
土
倉
有
・

福
族
多
回
禄
云
々
、
盛（

安
倍
）俊

為
レ
使
向
二
諸
方
一
之
後
来
之
、
語
之
者
也
、（
中
略
）

内
侍
所
御
神
楽
御
訪
等
、
皆
以
□
□
□
処
、
四
辻
并
綾
小
路
等
宿
所
炎
上
、
衣
裳
等
一
物
不
レ
残
、
偏
為
二
裸
形
一
、
言
語
道

断
之
躰
也
、
仍
不
レ
可
レ
能
二
参
勤
一
候
間
、
御
神
楽
停
止
云
々
、
後
聞
、
綾
小
路
郢
曲
文
書
等
悉
焼
失
云
々
、

た
び
重
な
る
記
録
類
・
文
書
の
焼
失
は
、
綾
小
路
家
の
存
続
を
ま
す
ま
す
難
し
く
し
て
い
っ
た
。
俊
量
は
近
臣
番
（
内
々
番
）
で
、

御
遊
は
も
ち
ろ
ん
、和
歌
、連
歌
で
も
活
躍
し
、内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
も
長
く
勤
め
た
。
そ
の
一
方
で
生
活
は
非
常
に
苦
し
か
っ

た
ら
し
く
、
た
び
た
び
出
家
、
出
奔
騒
動
を
起
こ
し
て
い
る
。（

22
）

　

一
方
、
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）、
有
俊
（
楽
林
軒
、
有
璠
）
は
加
賀
、
越
前
を
巡
っ
て
朝
倉
の
館
に
百
日
以
上
逗
留
し
、
援

助
を
受
け
て
い
る
。『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
正
月
十
六
日
条
と
み
ら
れ
る
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

〔
二
日
カ
〕四

辻（
季
春
）
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れ
て
い
る
。

晩
景
楽
林
軒
綾
小
路
中
納
言
入
道

有
俊
卿
、
法
名
有
璠
、
来
臨
、
暫
被
二
閑
談
一
、
去
年
徘
二
徊
加
賀
・
越
前
一
、
於
二
朝（

孝
景
）倉

館
一
百
余
日
逗
留
、
有
二
助
成
等
一
、

十
二
月
上
洛
之
由
被
レ
語
レ
之
、
五
節
文
書
悉
紛
失
、
無
念
之
次
第
被
二
演
説
一
、
見
二
旧
冬
十
二
月
廿
日
之
所
一
、

当
時
の
有
俊
は
、
法
体
で
地
方
に
下
り
、
朝
倉
か
ら
援
助
を
請
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
窮
困
し
て
い
た
ら
し
い
。
翌
文
明

十
一
年
八
月
二
十
三
日
、
八
十
歳
近
い
一
条
兼
良
も
越
前
を
訪
れ
て
朝
倉
孝
景
の
歓
待
を
受
け
て
い
る
。
冬
良
の
右
大
臣
拝
賀
の

資
金
を
得
る
た
め
だ
っ
た
が
「
末
代
之
恥
辱
」（

23
）
な
ど
と
非
難
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
兼
良
と
有
俊
で
は
、
立
場
に
大
き
な
違
い
が

あ
る
も
の
の
、
当
時
の
宮
廷
音
楽
の
最
高
権
威
の
行
動
と
し
て
は
、
や
は
り
異
例
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

有
俊
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
綾
小
路
家
の
窮
困
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。『
十
輪
院
内
府
記
』（

24
）
文
明
十
八
年

（
一
四
八
六
）
三
月
二
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

及
レ
晩
楽
（
有
璠
・
綾
小
路
有
俊
）

林
入
来
、彼
息
源

（
綾
小
路
俊
量
）

宰
相
、依
二
窮
困
一
可
二
出
家
一
也
、其
趣
調
二
申
状
一
、欲
レ
遣
二
伝
奏
一
、此
文
章
談
合
、書
二
与
草
案
了
一
、

郢
曲
道
断
絶
之
基
、
歎
而
有
レ
余
也
、

有
俊
は
、
子
の
俊
量
が
窮
困
の
た
め
に
出
家
を
望
ん
で
い
る
と
語
っ
た
。
記
主
の
中
院
通
秀
は
「
郢
曲
道
断
絶
之
基
」
と
深
く
嘆

い
て
い
る
。
綾
小
路
家
の
断
絶
は
、
す
な
わ
ち
郢
曲
の
道
の
断
絶
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
『
親
長
卿

記
』
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
三
月
十
七
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
み
ら
れ
る
。

源
宰
相
以
二
書
状
一
申
送
云
、
御
神
楽
御
訪
事
、
尋
二
長
橋
局
一
之
処
、
不
レ
可
レ
有
二
下
行
一
、
以
二
奉
行
一
可
レ
申
由
被
レ
仰
間
、
所
詮

三
百
疋
無
二
下
行
一
不
レ
可
レ
参
云
々
、
仍
遣
二
頭
弁
一
仰
云
、
此
間
就
二
景
兼
事
一
不
レ
許
折
節
也
、
如
レ
此
被
レ
申
者
不
可
然
、
可
レ

為
二
如
何
一
哉
、
忩
亦
可
レ
申
二
其
子
細
一
、
実
以
不
レ
可
レ
叶
之
由
申
レ
之
、
即
奏
聞
、
以
外
逆
鱗
也
、
仍
可
レ
被
二
延
引
一
歟
之
由
、

及
二
御
沙
汰
一
云
々
、
暫
被
レ
下
二
女
房
奉
書
一
云
、
御
神
楽
事
、
新
宰
相
申
二
子
細
一
之
間
、
可
レ
被
二
延
引
一
歟
之
由
、
雖
レ
被
二
思
食
一
、

余
御
無
念
之
間
、
四
辻
中
納
言
季
経
、
令
二
拝
賀
一
可
レ
参
之
由
被
レ
仰
、
如
レ

形
被
レ

下
二

御
訪
一

、領
状
了
、
此
上
者
可
レ
為
二
治
定
一
之
由
有
レ
仰
、
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尤
珍
重
之
由
申
二
入
之
一
了
、

俊
量
は
書
状
を
も
っ
て
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
の
御
訪
が
三
〇
〇
疋
下
さ
れ
な
け
れ
ば
参
仕
で
き
な
い
と
訴
え
た
。
こ
の
話
を
聞

い
た
後
土
御
門
天
皇
は
激
怒
し
、
延
引
す
べ
き
か
を
甘
露
寺
親
長
に
問
う
て
い
る
。
俊
量
の
行
動
に
驚
い
た
父
有
俊
は
、
親
長
を

通
し
て
後
土
御
門
天
皇
に
書
状
を
送
っ
た
。
し
か
し
天
皇
は
読
ま
ず
に
突
っ
返
し
て
、
親
長
を
驚
か
せ
て
い
る
。（

25
）
俊
量
の
御
訪

は
一
〇
〇
疋
で
あ
っ
た
か
ら
、（

26
）
そ
の
三
倍
の
額
を
要
求
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
俊
量
は
、
出
家
を
望
む
ほ
ど
窮
困
し
て
お

り
、
御
訪
の
下
賜
が
な
け
れ
ば
出
仕
が
困
難
な
ほ
ど
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
宣
胤
卿
記
』（

27
）
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
十
二
月
二
十
一
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
み
ら
れ
る
。

今
夜
内
侍
所
御
神
楽
、
頭
中
将
康
親
朝
臣
申
沙
汰
、
周
備
之
処
、
陪
従
代
衆
秋
楽
人

也
、

参
事
、
按
察
俊
量

卿
、

申
、
於
二
和
琴
一
者
、
有
二

公
音
朝
臣
一
、
雖
レ
不
レ
可
二
御
事
闕
一
、
不
レ
従
二
所
役
一
者
、
可
レ
捨
二
一
命
一
之
由
衆
秋
申
レ
之
、
此
事
及
二
深
更
一
御
問
答
、
俊

量
卿
不
二
承
伏
申
一
、
終
不
レ
被
レ
行
云
々
、
言
語
道
断
事
也
、
只
私
之
意
趣
、　　
　
　
　
　

非
二
殊
題
目
一
云
々
、
何
不
レ
隨

レ
仰
哉
、
云
二
神
慮
一
、
云
二
各
所
作
人
参
候
一
、
以
外
事
也
、
神
前
之
儀
已
用
意
、
諸
司
等
各
参
候
之
間
、
有
二
行
幸
御
拝
一
云
々
、

御
剱
公
音
朝
臣
、
脂
燭
隆
康
朝
臣
、
雅
業
、
資
数
、
菅
原
在
名
、
極
臈
、
源
諸
仲
、
職
事
尚頭
弁

顕、

朝
臣
、　　

御
康
親
朝
臣
御
草

鞋
、

等

参
レ
之
、
五
位
職
事
伊
長
犬
産

穢
、

秀
房
重
服
、
不
レ
参
、
当
時
一
闕
也
、

和
琴
の
所
作
人
と
し
て
参
仕
し
た
豊
原
衆
秋
に
対
し
て
、
俊
量
は
「
和
琴
の
所
作
人
は
四
辻
公
音
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
譲
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
二
人
の
相
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
晩
の
内
侍
所
御
神
楽
は
延
引
と
な
っ
た
。
俊
量
は
、
こ
の
一
件
に
よ
っ
て
御
神
楽

の
所
作
だ
け
で
な
く
、
内
々
番
も
停
め
ら
れ
て
い
る
。
俊
量
が
衆
秋
を
退
け
よ
う
と
し
た
の
は
「
只
私
之
意
趣
、〈
和
琴
師
俊
量

卿
也
、対
二
師
匠
一
内
々
礼
無
二
沙
汰
一
、〉」
と
あ
る
よ
う
に
、和
琴
の
師
で
あ
る
俊
量
に
対
し
て
礼
を
欠
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

俊
量
と
し
て
は
、
伝
授
に
対
す
る
礼
銭
を
支
払
わ
な
か
っ
た
衆
秋
を
憎
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
俊
量
は
父
の
有
俊
と
同
じ
く
他
家
の
公
家
に
対
す
る
伝
授
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。『
綾
小
路
俊
量
卿
記
』（28
）

陪
従
経（

源
）方
、
自
レ
星

子
息
経
久
弾
レ
之
、

隆（
西
大
路
）躬

朝
臣
、

四
条
中
将
、

御
簾
、

御
裾
、

勧
修
寺
、

和
琴
師
俊
量
卿
也
、
対
二

師
匠
一

内
々
礼
無
二

沙
汰
一

、



人文科学研究　第 149 輯◉

T8

に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
み
ら
れ
る
。

右
当
家
説
。
雖
レ
禁
二
外
見
一
。
依
レ
為
二
郢
曲
門
弟
一
。
免
二
申
一
覧
一
之
処
。
剰
被
二
透
写
一
者
也
。
於
二
末
代
一
。
正
本
可
レ
為
二

明
鏡
一
也
。

　
　
　
　

永
正
十
一
年
六
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

按
察
使
俊
量
（
花
押
）

這
本
子
細
。
見
二
于
右
奥
書
一
了
。
為
レ
備
二
後
代
一
亀
鏡
臨
レ
之
。
尤
逸
少
贋
本
也
。
可
レ
禁
二
外
見
一
而
已
。

　
　
　
　

永
正
十
一
年
夏
六
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
林
藤
基
規
栽
（
花
押
）

持
明
院
基
規
は
、
書
道
の
持
明
院
流
を
起
こ
し
た
基
春
の
子
で
、
俊
量
か
ら
郢
曲
を
習
得
し
た
。
す
で
に
基
規
は
、
永
正
十

年
（
一
五
一
三
）
三
月
八
日
の
内
侍
所
臨
時
・
恒
例
御
神
楽
に
奉
仕
し
て
い
る
。（

29
）
俊
量
は
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
九
月

二
十
八
日
に
出
家
し
た
の
で
、（

30
）
そ
の
直
前
に
伝
授
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
小
野
恭
靖
は
「
基
規
は
郢
曲
の
家
柄
で
あ
る
綾
小

路
家
の
同
時
代
の
当
主
俊
量
の
門
弟
と
な
り
、
郢
曲
の
道
に
深
く
執
心
し
た
」
と
し
た
上
で
「
後
代
持
明
院
家
は
綾
小
路
家
に
匹

敵
す
る
郢
曲
の
家
と
し
て
の
格
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
、
天
理
図
書
館
蔵
綾
小
路
家
旧
蔵
楽
書
類
の
奥
書
及
び
識
語
か

ら
は
、
両
家
の
当
主
が
互
い
に
郢
曲
を
伝
授
し
合
っ
て
い
る
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
」（

31
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
基
規
は

以
後
の
内
侍
所
御
神
楽
で
は
拍
子
を
勤
め
、
そ
の
死
後
は
子
孫
が
拍
子
の
役
を
継
承
し
た
。
基
規
の
伝
受
に
あ
た
っ
て
も
、
俊
量

に
礼
銭
が
支
払
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
有
俊
・
俊
量
父
子
は
生
活
苦
も
あ
っ
て
、
綾
小
路
家
の
芸
を
他
家
の
楽
人
た
ち
に
積
極
的

に
伝
授
し
、
そ
の
た
び
に
礼
銭
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
綾
小
路
家
の
経
済
的
苦
境
は
解
消
し
な
か
っ
た
が
、

結
果
的
に
公
家
社
会
に
お
け
る
御
神
楽
所
作
人
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
俊
量
の
子
の
資
能
を
み
て
お
き
た
い
。『
二
水
記
』（

32
）
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
八
月
二
十
三
日
条
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

今
日
鶴
寿
初
参
、　

十
歳
奇
特
無
二
比
類
一
、前
代
未
聞
欤
、叡
感
此
事
也
、重
代
之
気
味
、奇
特
由
申
合
ヘ
リ
、曲
雖
レ
未
二
伝
受
一
、

同
朗

詠
、



◉室町時代の内侍所御神楽における綾小路家と四辻家

T9

内
々
間
先
参
懃
、

俊
量
の
子
の
鶴
寿
丸
（
の
ち
の
資
能
）
は
、
月
次
楽
会
で
朗
詠
を
奏
し
、
天
才
的
な
技
能
を
示
し
た
。
し
か
し
父
の
俊
量
が
永
正

十
五
年
（
一
五
一
八
）
七
月
十
日
に
六
十
八
歳
で
亡
く
な
る
と
、（

33
）
や
が
て
資
能
の
郢
曲
の
実
力
は
低
下
し
て
い
っ
た
。

　

俊
量
没
後
の
資
能
の
様
子
に
つ
い
て
『
二
水
記
』
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
正
月
三
日
条
に
は
、次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

今
様
事
、
前
大
納
言
殿
老
蒙
仍
失
念
給
、
仍
無
二
先
達
人
一
、
資
能
朝
臣
雖
レ
令
二
伝
受
一
、
不
レ
及
二
稽
古
一
、
仍
不
二
知
人之
一
云
々
、

此
事
内
々
伺
申
入
之
処
、
適
二
再
興
一
之
時
、
無
二
此
儀
一
（
事
）
不
可
然
、
加
二
涯
分
一
之
了
簡
、
可
二
唱
歌
一
之
由
被
二
仰
下
一
、

仍
大
方
以
二
大
納
言
殿
一
了
簡
、今
度
有
二
此
儀
一
、郢
曲
之
道
微
々
、不
レ
堪
二
嘆
息
一
者
也
、博
士
等
見
二
古
譜
一（
雖
レ
令
二
了
簡
一
、）

作
レ
之
但
定
可
二
相
違
一
、
可
レ
愧
可
レ
恐
、
可
レ
為
二
二
反
一
也
、
然
而
未
熟
之
間
、
先
一
反
唱
レ
之
云
々
、
必
可
レ
為
二
二
反
一
之

由
見
二
次
第
一
、

資
能
は
今
様
を
伝
受
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
稽
古
不
足
で
う
た
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
鷲
尾
隆
康
は
、
資
能
の
伸
び

悩
み
ぶ
り
を
み
て
、
郢
曲
の
道
の
衰
微
を
嘆
い
て
い
る
。
そ
し
て
翌
大
永
三
年
、
資
能
は
出
仕
を
止
め
ら
れ
出
奔
し
、（

34
）
綾
小
路

家
は
事
実
上
断
絶
し
た
。
青
柳
隆
志
は
「
家
業
の
重
み
に
耐
え
か
ね
、か
つ
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ
を
観
じ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

名
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
充
分
な
実
力
を
伴
わ
な
か
っ
た
者
の
悲
劇
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」
と
し
た
上
で
「
楽
家
綾
小
路
家
は
そ

の
後
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
、
五
辻
之
仲
の
二
男
高
有
（
一
五
九
五
～
一
六
四
四
）
を
迎
え
て
再
興
す
る
ま
で
、
九
十

年
も
の
永
き
に
亘
っ
て
中
絶
す
る
」（

35
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
長
き
に
わ
た
っ
て
御
神
楽
の
拍
子
を
勤
め
た
綾
小
路
家
の
断
絶
は
、
郢
曲
の
衰
微
、
断
絶
を
も
た
ら
す
と

認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
は
、綾
小
路
家
断
絶
後
も
内
侍
所
御
神
楽
は
継
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、

次
項
で
考
え
て
み
た
い
。

及
二
天
明
一
者

一
反
云

々
、
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四
、
内
侍
所
御
神
楽
に
お
け
る
四
辻
季
春
の
進
出

　

御
神
楽
の
所
作
人
の
家
が
相
次
い
で
没
落
す
る
中
に
あ
っ
て
、
逆
に
御
神
楽
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
西
園
寺

家
庶
流
の
四
辻
家
（
室
町
家
）
で
あ
る
。
羽
林
家
の
四
辻
家
は
筝
を
専
門
と
し
て
お
り
、
庶
流
の
季
保
は
清
暑
堂
御
遊
に
筝
で
参

仕
し
て
い
る
。（

36
）
ま
た
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
八
月
二
十
五
日
、
同
五
年
（
一
四
四
八
）
十
二
月
二
十
一
日
、
季
保
は
伏
見
宮

貞
常
親
王
に
筝
の
秘
曲
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。（

37
）
季
保
の
養
子
季
春
に
至
っ
て
、
四
辻
家
庶
流
は
音
楽
的
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化

さ
せ
、
内
侍
所
御
神
楽
に
も
参
仕
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

季
春
の
音
楽
的
活
動
に
つ
い
て
『
看
聞
日
記
』（

38
）
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
九
月
七
日
条
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

　
　

季
春
参
、
竹
園
筝
弾
有
レ
楽
、
有
俊
朝
臣
候
、
予
不
二
出
座
一
、
季
春
吹
レ
笛
、
初
て
聴
聞
、
器
量
也
、

伏
見
宮
邸
に
お
い
て
貞
常
親
王
（
竹
園
）
の
筝
奏
楽
が
あ
り
、
同
席
し
た
季
春
は
笛
を
奏
し
た
。
季
春
の
演
奏
を
聴
い
た
伏
見
宮

貞
成
親
王
は
「
器
量
」
と
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
『
師
郷
記
』（

39
）
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
正
月
二
十
九
日
条
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

　
　

今
日
内
侍
所
御
神
楽
也
、

　
　

旧
冬
依
二
禁
（
後
花
園
天
皇
）
裏
五
躰
不
具
穢
一
延
引
、
綾
小
路
三
位
有
俊

卿
、

・
左
中
将
資（
平
松
）継
朝
臣
・
季
春
朝
臣
等
参
レ
之
云
々
、

宝
徳
三
年
の
内
侍
所
御
神
楽
は
、
綾
小
路
有
俊
、
平
松
資
継
、
四
辻
季
春
が
参
仕
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
は
示
さ
れ
な
い
が
、

お
そ
ら
く
本
拍
子
有
俊
、
末
拍
子
資
継
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
御
神
楽
に
は
な
い
筝
を
専
門
と
す
る
季
春
が
内
侍
所

御
神
楽
の
所
作
人
に
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
『
実
隆
公
記
』（

40
）
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
三
月
九
日
条
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。

及
レ
晩
予
参
内
、於
二
常
御
所
一
有
二
小
盃
酌
一
、其
後
依
レ
召
参
二
御
前
一
、数
刻
御
言
談
、隆
康
昨
日
御
神
楽
初
参
、連
々
勅
定
処
、

（
四
辻
）
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尤
御
自
愛
、
故
季
春
卿
事
東
山
左
府
就
二
申
沙
汰
一
郢
曲
稽
古
子
細
等
御
勅
語
也
、
尤
珍
重
由
申
入
了
、

後
柏
原
天
皇
は
、
鷲
尾
隆
康
の
御
神
楽
初
参
に
関
わ
っ
て
、
隆
康
の
祖
父
季
春
が
洞
院
実
煕
（
東
山
左
府
）
よ
り
郢
曲
の
稽
古
を

受
け
た
と
語
っ
て
い
る
。
季
春
の
内
侍
所
御
神
楽
参
入
と
、
実
煕
か
ら
の
伝
受
は
、
当
時
の
後
花
園
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
ら
し
い
。
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
内
侍
所
御
神
楽
を
最
後
に
、洞
院
実
煕
が
所
作
人
か
ら
外
れ
た
。
実
煕
が
内
大
臣
に
昇
っ

た
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）、
子
の
公
数
は
ま
だ
五
歳
で
あ
っ
た
。
御
神
楽
の
所
作
人
を
務
め
る
に
は
ま
だ
幼
い
た
め
、
同
じ
西

園
寺
家
庶
流
で
筝
を
家
業
と
す
る
四
辻
家
庶
流
か
ら
、
音
楽
に
堪
能
な
季
春
が
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
に
選
ば
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
季
春
が
洞
院
家
に
代
わ
っ
た
例
と
し
て『
親
長
卿
記
』文
明
七
年（
一
四
七
五
）四
月
二
十
日
条
の
記
事
も
参
考
に
な
ろ
う
。

今
日
若
宮
御
方
有
二
御
筝
始
一
、
御
師
範
右
衛
門
督
、
季
春　
衣
冠
、
於
二
宮
御
方
一
有
二
此
事
一
、
萬
歳
楽
三
手

申
レ

之
云
々
、
事
了
賀
申
入
了
、
於
二
御
前
一
有
二
一

献
一
、
筝
道
事
、
代
々
洞
院
家
預
申
歟
、
大
略
今
分
一
流
断
絶
之
体
也
、
仍
右
衛
門
督
為
二
御
師
範
一
歟
、

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
五
月
二
十
四
日
に
公
数
が
権
大
納
言
・
左
近
衛
大
将
を
辞
し
、（

41
）
同
八
年
（
一
四
七
六
）
二
月
に
出
家

し
て
洞
院
家
は
断
絶
し
た
。（

42
）
す
で
に
断
絶
同
然
に
陥
っ
て
い
た
洞
院
家
に
代
わ
っ
て
、
季
春
（
右
衛
門
督
）
が
若
宮
（
勝
仁
親

王
、
の
ち
の
後
柏
原
天
皇
）
の
筝
の
御
師
範
を
務
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
『
康
富
記
』
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
十
二
月
二
十
九
日
条
か
ら
、
こ
の
時
期
の
内
侍
所
御
神
楽
の
所
作
人
を
み
て
お

き
た
い
。　

今
夜
追
儺
畢
後
、
内
侍
所
御
神
楽
、
奉
行
頭
弁
資
世
朝
臣
也
、
先
恒
例
御
神
楽
也
、
相
次
有
二
臨
時
御
神
楽
一
、
源
中
納
言
、 

　

四
辻
宰
相
中
将　

等
、
所
作
被
レ
候
レ
之
云
々
、
予
追
儺
了
及
二
暁
天
一
之
間
、
早
出
、
不
レ
窺
二
見
御
神
楽
儀
一
也
。

平
松
資
継
が
所
作
人
か
ら
外
れ
る
と
、
有
俊
と
と
も
に
季
春
が
拍
子
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
季
春
が
内
侍
所
御
神
楽
に
参
仕

を
始
め
た
時
期
、
長
く
拍
子
を
務
め
て
き
た
家
が
相
次
い
で
没
落
し
た
。
そ
の
結
果
、
綾
小
路
家
と
四
辻
家
庶
流
以
外
に
拍
子
の

務
ま
る
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
応
仁
の
乱
中
に
有
俊
が
出
家
し
た
こ
と
で
、
文
明
年
間
に
は
季
春
が
御
神
楽
の
拍

有
俊

卿
、

季
春

卿
、
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子
の
第
一
人
者
と
な
る
。

五
、
応
仁
の
乱
中
、
乱
後
の
四
辻
家

　

応
仁
の
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
内
侍
所
御
神
楽
が
ほ
か
の
朝
儀
に
先
駆
け
て
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
所
作
人
は
『
実
隆
公
記
』
文
明

六
年
（
一
四
七
四
）
正
月
二
十
五
日
条
に
確
認
で
き
る
。

　
　

今
日
内
侍
所
御
神
楽
也
、（
中
略
）

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
所
作
人　
　
　
　

内
侍
所
御
神
楽
所
作
人

　

本
拍
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
拍
子

右
衛
門
督　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経
朝
臣　
　
　
季
経
朝
臣　

拍
子
下
忠
英

　

末
拍
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
拍
子

季
経
朝
臣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
英　
　
　
　
　

　

付
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

付
歌

忠
英　
　

久
時　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
時

　

笛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笛

景
益　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
益

　

篳
篥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篳
篥

安
倍
季
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
倍
―
―

　

和
琴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
琴

星
之
下
知
□

（
権
カ
）

仰
二
季
経
朝
臣
一
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経
郷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
―

　

人
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
長

安
倍
季
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―

臨
時
御
神
楽
の
本
拍
子
は
季
春
（
右
衛
門
督
）、末
拍
子
は
季
経
、恒
例
御
神
楽
の
本
拍
子
は
季
経
、末
拍
子
は
多
忠
英
で
あ
っ

た
。
綾
小
路
俊
量
が
参
仕
し
な
か
っ
た
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
年
十
一
月
二
十
二
日
に
実
母
を
亡
く
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、（

43
）服
忌
の
た
め
に
不
参
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。綾
小
路
家
の
参
仕
が
な
く
て
も
御
神
楽
を
執
行
で
き
る
ま
で
に
、

季
春
・
季
経
父
子
が
実
力
を
付
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
三
月
五
日
条
に
は
、

内
侍
所
御
神
楽
、
旧
冬
四（

季
春
）辻

、
綾（

俊
量
）

小
路
等
依
二
焼
亡
一
不
レ
被
レ
行
、
今
日
被
レ
行
レ
之
、
去
月
被
レ
定
二
日
時
一
之
処
、
依
二
春
日
御

神
楽
一
又
延
引
、
今
被
レ
行
レ
之
也
、

と
あ
る
よ
う
に
、
綾
小
路
邸
、
四
辻
邸
の
両
家
の
焼
亡
に
よ
っ
て
、
内
侍
所
御
神
楽
は
延
引
さ
れ
た
。
応
仁
の
乱
後
は
、
季
春
・

季
経
父
子
が
参
仕
で
き
な
け
れ
ば
、
内
侍
所
御
神
楽
を
執
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
季
春
の
立
場
に
つ
い
て
『
楽
所
奉
行
宗
綱
卿
記
』（

44
）
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
六
月
八
日
条
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

為
二
都（
甘
露
寺
親
長
）

護
卿
番
代
一
参　

内
、
晩
頭
以
二
勾
当
内
侍
一
来
月
御
楽
可
二
申
沙
汰
一
之
由
仰
レ
之
、
此
事
先
年
可
二
奉
行
一
由
被
二
仰
下
一
、

雖
レ
然
依
レ
有
二
子
細
一
其
後
尚
四
辻
亜（

季
春
）相

申
沙
汰
、
非
レ
無
二
所
存
一
、
而
間
再
往
雖
二
斟
酌
之
由
申
入
一
、
不
可
然
由
勾
当
入
魂

之
条
、
不
レ
及
二
是
非
一
、
畏
之
由
申
入
了
、

文
明
十
一
年
七
月
の
七
夕
御
楽
に
際
し
て
松
木
宗
綱
が
楽
所
奉
行
（
楽
奉
行
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
任
者
は
季
春
で

あ
っ
た
。
季
春
が
い
つ
か
ら
楽
所
奉
行
を
務
め
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
前
年
よ
り
宗
綱
に
対
し
て
命
が
下
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
長
期
間
に
渡
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
楽
所
奉
行
は
、
養
父
季
保
も
務
め
て
い
た
。（

45
）
内
侍
所
御
神

（
四
辻
春
子
）

（
四
辻
春
子
）
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楽
再
興
の
時
期
に
は
、
季
春
は
楽
所
奉
行
を
務
め
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
楽
所
奉
行
は
、
近
臣
番
（
内
々
衆
）
か
ら
選
ば
れ
、

御
遊
の
実
務
責
任
者
の
ほ
か
、
地
下
楽
人
の
監
督
に
も
当
た
っ
て
い
る
。
楽
所
奉
行
が
、
内
侍
所
御
神
楽
に
欠
か
せ
な
い
近
衛
召

人
の
監
督
も
担
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
季
春
は
人
事
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

六
、四
辻
一
族
の
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子

　
『
二
水
記
』
の
記
主
と
し
て
知
ら
れ
る
鷲
尾
隆
康
は
、
四
辻
季
経
の
子
と
し
て
誕
生
し
、
鷲
尾
家
へ
養
子
に
入
っ
た
。
同
書
に

は
、そ
の
幅
広
い
文
化
活
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
長
く
勤
め
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。『
二
水
記
』

永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
三
月
一
日
条
に
は
、

　
　

今
日
於
二
綾
小
路
亭
一
神
楽
伝
受
、
同
奥
書
取
レ
之
、

と
あ
る
よ
う
に
、
永
正
二
年
の
初
め
て
の
内
侍
所
御
神
楽
参
仕
に
あ
た
っ
て
、
綾
小
路
俊
量
か
ら
神
楽
を
伝
受
し
た
。
先
述
の
よ

う
に
、
隆
康
の
参
仕
は
、
後
柏
原
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
た
も
の
で
、（

46
）
以
後
彼
は
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
勤
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

す
で
に
四
辻
家
は
、
御
神
楽
に
参
入
し
て
第
三
世
代
に
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
俊
量
の
神
楽
伝
授
と
奥
書
を
必
要
と
し
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
父
の
季
経
も
、
神
楽
歌
「
昼
目
」
を
俊
量
か
ら
で
は
な
く
、
法
体
の
有
俊
か
ら
伝
受
す
る
こ
と
に
執
着
し

た
。（

47
）
当
時
に
あ
っ
て
は
、
綾
小
路
家
当
主
か
ら
の
伝
授
が
重
視
さ
れ
、
権
威
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
綾
小
路
家
は
、

そ
の
権
威
を
利
用
し
て
、
伝
授
に
と
も
な
う
礼
銭
を
収
入
源
と
し
た
の
で
あ
る
。『
二
水
記
』
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、
隆
康
も
礼

銭
を
俊
量
に
支
払
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

時
代
が
下
っ
て
『
二
水
記
』
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
九
月
十
九
日
条
に
よ
る
と
、
隆
康
は
実
弟
の
高
倉
範
久
に
神
楽
を
伝
授
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し
て
い
る
。

早
朝
向
二
高（
範
久
）倉
少
納
言
亭
一
、
神
楽
令
二
伝
授
一
了
、
予
師
範
事
非
レ
無
二
斟
酌
一
、
非
二
譜
代
一
尤
不
レ
当
二
其
身
一
之
儀
也
、
但
当

時
又
無
二
其
仁
一
之
上
、
予
実
父
云
二
譜
代
一
云
二
堪
能
一
、
又
非
レ
無
二
其
便
一
欤
、

少
納
言
伝
受
事
、
是
又
非
道
之
儀
欤
、
雖
レ
然
以
二
実
父
之
余
慶
一
可
二
伝
習
一
之
由
、
連
々
勅
定
也
、
今
日
伝
授
受
先
以
弥
重
也
、

庭
火
許
先
授
レ
之
、
了
盃
酌
了
帰
レ
家
了
、

本
来
、
鷲
尾
家
は
御
神
楽
の
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
伝
授
は
後
奈
良
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
隆
康
の
と
き
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
公
家
同
士
の
神
楽
の
伝
授
に
あ
た
っ
て
勅
命
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
先
例
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
隆

康
に
対
す
る
勅
命
は
、
大
永
三
年
に
綾
小
路
家
が
断
絶
し
た
影
響
だ
ろ
う
が
、
隆
康
は
「
実
父
之
余
慶
」
と
考
え
て
い
る
。
十
二

月
二
十
一
日
、
隆
康
は
範
久
に
対
す
る
伝
授
を
完
了
し
、
奥
書
を
与
え
た
。（

48
）
さ
ら
に
十
二
月
二
十
七
日
に
は
実
家
の
四
辻
邸
を

訪
れ
て
、
甥
の
季
遠
に
対
し
て
御
神
楽
の
習
礼
を
行
っ
た
ほ
か
、（

49
）
翌
二
十
八
日
に
も
範
久
邸
で
も
習
礼
を
行
っ
て
い
る
。（

50
）

　

こ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
内
侍
所
御
神
楽
で
は
、
四
辻
公
音
、
鷲
尾
隆
康
、
高
倉
範
久
、
四
辻
季
遠
が
所
作
人
と
し
て
参
仕
し
た
。

『
二
水
記
』
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
二
月
二
十
九
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
夜
内
侍
所
御
神
楽
也
、（
中
略
）
笛
・
篳
篥
吹
レ
曲
、
了
召
二
和
琴
一
、
季
遠
先
レ

之
多
久

氏
器
置
レ

之
、参
進
弾
レ
曲
、
初
参
無
二
違
夫
一
、
尤
神

妙
也
、
着
二
本
方
座
一
、
了
与
利
合
、
次
範
久
朝
臣
参
進
唱
レ
曲
、
調
子
・
節
等
無
二
相
違
一
、
又
神
妙
也
、
可
レ
謂
二
実
父
之
余

慶
一
、
今
夜
両

（
季
遠
・
範
久
）

人
初
参
、
兄
弟
三
人
、
以

（
公
音
・
隆
康
・
範
久
・
季
遠
）

上
四
人
参
懃
、
凡
希
有
事
欤
、
頗
傍
若
無
人
、
可
レ
恐
可
レ
悦
レ々
々
レ々
々
、

近
親
だ
け
で
四
人
も
所
作
人
を
出
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
隆
康
は
「
実
父
之
余
慶
」
と
記
し
て
い
る
。
隆
康
よ
り
神
楽
歌
を
伝
受

し
た
範
久
、
季
遠
は
、
そ
の
後
の
戦
国
時
代
の
内
侍
所
御
神
楽
に
お
い
て
長
く
拍
子
を
勤
め
た
。
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
家
業

と
し
た
綾
小
路
家
が
断
絶
し
て
も
、
な
お
御
神
楽
が
継
続
し
た
の
は
、
四
辻
家
と
そ
の
一
族
を
は
じ
め
と
す
る
公
家
衆
が
、
拍
子

を
習
得
、
継
承
し
、
綾
小
路
家
に
代
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

（
四
辻
季
経
）

（
四
辻
季
経
）
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お
わ
り
に

　

王
朝
時
代
か
ら
内
侍
所
御
神
楽
の
拍
子
を
務
め
た
綾
小
路
家
は
、相
次
ぐ
火
災
や
戦
乱
の
長
期
化
に
よ
っ
て
窮
困
に
苦
し
ん
だ
。

そ
し
て
大
永
三
年
に
資
能
が
出
奔
し
て
、
事
実
上
断
絶
す
る
。
多
氏
な
ど
の
地
下
楽
人
は
命
脈
を
保
っ
た
が
、
綾
小
路
家
の
断
絶

に
よ
っ
て
、
公
卿
所
作
の
臨
時
御
神
楽
は
催
行
不
能
に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
四
辻
季
春
が
内
侍
所
御
神
楽

に
参
仕
す
る
よ
う
に
な
り
、
養
子
に
出
た
者
も
含
め
て
、
子
孫
が
所
作
人
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
族
で
伝
授
と
習

礼
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
内
侍
所
御
神
楽
は
延
引
と
追
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

　

窮
困
す
る
綾
小
路
有
俊
・
俊
量
父
子
は
、
他
家
の
公
卿
に
御
神
楽
を
伝
授
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
礼
銭
を
得
て
い
た
。
名
門
の

綾
小
路
家
の
伝
授
に
は
権
威
が
あ
り
、
公
家
た
ち
は
特
に
当
主
か
ら
伝
受
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
公
家
社
会
に
お
け

る
環
境
が
、
御
神
楽
の
所
作
人
の
裾
野
を
広
げ
る
結
果
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
綾
小
路
家
断
絶
後
も
、
四
辻
家
一
族
や

持
明
院
家
ら
が
拍
子
を
継
承
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
す
で
に
応
仁
の
乱
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
一
切
の
朝
儀
が
停
止
さ
れ
た
が
、

そ
の
中
で
内
侍
所
御
神
楽
が
真
っ
先
に
再
興
し
、
戦
国
時
代
を
通
し
て
継
続
し
た
の
は
、
乱
以
前
よ
り
人
的
基
盤
が
新
時
代
に
移

行
し
始
め
て
い
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
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（
１
）
西
村
慎
太
郎
「
近
世
公
家
家
職
の
展
開
と
内
侍
所
神
楽
」（
歴
史
科
学
協
議
会
編
集
『
歴
史
評
論
』
七
七
一
号
、平
成
二
十
六
年
七
月
号
）

（
２
）
池
和
田
有
紀
「
伏
見
宮
と
綾
小
路
一
族 

伏
見
宮
旧
蔵
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
の
書
写
者
に
つ
い
て
の
再
検
討
」（
松
岡
心
平
編
『
看

聞
日
記
と
中
世
文
化
』
森
話
社
、
平
成
二
十
一
年
）

（
３
）『
続
古
事
談
』
一
五
二
（
五
‐
三
三
）
話

（
４
）
拙
稿
「
北
山
惣
社
御
神
楽
と
綾
小
路
信
俊
」（
新
潟
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
研
究
』
一
四
七
輯
、
令
和
二
年
十
二
月
）

（
５
）『
神
楽
血
脈
』
に
は
、
綾
小
路
有
俊
の
項
に
「
父
卿
逝
去
之
時
分
。
有
俊
幼
少
之
間
。
神
楽
分
但
不
二
伝
受
一
。
仍
前
内
府
為
二
弟
子
一
。

秘
曲
等
授
レ
之
」
と
あ
る
。

（
６
）『
薩
戒
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
二
月
七
日
条

（
７
）
本
文
は
、
増
補
史
料
大
成
に
よ
っ
た
。

（
８
）末
柄
豊「
洞
院
公
数
の
出
家 

― 

東
山
御
文
庫
本『
洞
院
家
今
出
川
家
相
論
之
事
』か
ら 

―
」（
田
島
公
編『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究 

第
一
輯
』

思
文
閣
出
版
、
平
成
十
五
年
）

（
９
）綾
小
路
有
俊
と『
梁
塵
愚
案
抄
』に
つ
い
て
は
、拙
稿「『
梁
塵
愚
案
抄
』の
時
代
の
内
侍
所
御
神
楽
」（
日
本
歌
謡
学
会『
日
本
歌
謡
研
究
』

六
一
号
、
令
和
三
年
十
二
月
刊
行
予
定
）
に
て
論
じ
た
。

（
10
）『
続
史
愚
抄
』
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
二
月
二
十
日
条

（
11
）
本
文
は
、
増
補
史
料
大
成
に
よ
っ
た
。

（
12
）『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
八
月
三
十
日
条
、
九
月
十
七
日
条
、
九
月
十
八
日
条
、
九
月
二
十
二
日
条

（
13
）『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
二
月
六
日
条

（
14
）『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
一
月
十
四
日
条

（
15
）『
公
卿
補
任
』
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）

（
16
）
坂
本
麻
実
子
「
十
五
世
紀
の
宮
廷
雅
楽
と
綾
小
路
有
俊
」（
東
洋
音
楽
学
会
『
東
洋
音
楽
研
究
』
五
十
一
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）

（
17
）『
親
長
卿
記
』
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
正
月
二
十
日
条
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（
18
）
本
文
は
、
史
料
纂
集
に
よ
る
。

（
19
）『
宗
賢
卿
記
』
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
九
月
十
三
日
条

（
20
）『
言
国
卿
記
』
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
十
二
月
十
五
日
条
、
同
十
年
（
一
四
七
八
）
八
月
九
日
条

（
21
）
本
文
は
、
図
書
寮
叢
刊
に
よ
る
。

（
22
）『
実
隆
公
記
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
四
月
二
十
三
日
条

（
23
）『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
八
月
二
十
三
日
条

（
24
）
本
文
は
、
史
料
纂
集
に
よ
っ
た
。

（
25
）『
親
長
卿
記
』
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
三
月
十
八
日
条
、
十
九
日
条

（
26
）『
宣
胤
卿
記
』「
貢
馬
伝
奏
事
」
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
十
二
月
二
十
日
条

（
27
）
本
文
は
、
増
補
史
料
大
成
に
よ
っ
た
。

（
28
）
本
文
は
、
続
群
書
類
従
に
よ
っ
た
。

（
29
）『
二
水
記
』
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
三
月
八
日
条

（
30
）『
公
卿
補
任
』
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）

（
31
）
小
野
恭
靖
「
持
明
院
基
規
考
」（『
中
世
歌
謡
の
文
学
的
研
究
』
笠
間
書
院
、
平
成
八
年
）

（
32
）
本
文
は
、
大
日
本
古
記
録
に
よ
っ
た
。

（
33
）『
公
卿
補
任
』
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）

（
34
）『
二
水
記
』
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
十
二
月
九
日
条

（
35
）
青
柳
隆
志
「
大
永
二
年
綾
小
路
資
能
筆
和
歌
披
講
譜
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
世
文
学
会
『
中
世
文
学
』
五
十
三
号
、
平
成
二
十
年
）

（
36
）『
御
遊
抄
』
応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
十
一
月
二
十
三
日
条
（
称
光
天
皇
）、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
一
月
二
十
日
条
（
後

花
園
天
皇
）

（
37
）
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
「
十
三
絃
秘
曲
伝
受
次
第
」

（
38
）
本
文
は
、
図
書
寮
叢
刊
に
よ
っ
た
。

（
39
）
本
文
は
、
史
料
纂
集
に
よ
っ
た
。
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（
40
）
本
文
は
、
続
群
書
類
従
刊
行
会
本
に
よ
っ
た
。

（
41
）『
公
卿
補
任
』
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）

（
42
）『
諸
家
伝
』
三
「
洞
院
公
数
」

（
43
）『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
十
一
月
二
十
二
日
条

（
44
）
本
文
は
『
楽
所
奉
行
宗
綱
卿
記
』（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
十
九
号
、
平
成
三
十
一
年
三
月
）
に
よ
っ
た
。

（
45
）『
薩
戒
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
二
月
十
五
日
条

（
46
）『
実
隆
公
記
』
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
三
月
九
日
条

（
47
）『
実
隆
公
記
』
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
二
月
十
三
日
条

（
48
）『
二
水
記
』
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
二
月
二
十
一
日
条

（
49
）『
二
水
記
』
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
二
月
二
十
七
日
条

（
50
）『
二
水
記
』
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
二
月
二
十
八
日
条

【
付
記
】
本
稿
は
、
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
若
手
研
究 

研
究
課
題
番
号18K

12281

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


